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平
成
30
年
第
1
回

　
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合 

定
例
会
報
告

　

2
月
21
日
、
当
事
務
組
合
に

お
い
て
、
第
1
回
飛
騨
農
業
共

済
事
務
組
合
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
予
算
な
ど
、
11

件
の
議
案
の
審
議
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
の
概
要
】

◆
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
農

業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
畑
作
物
共
済
及
び
園
芸
施

設
共
済
に
お
け
る
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
を
導
入
す
る

こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を

改
正
。

◆
農
作
物
共
済
危
険
段
階
基
準

共
済
掛
金
率
等
の
設
定
に
つ

い
て

◆
平
成
30
年
度
家
畜
共
済
危
険

段
階
共
済
掛
金
標
準
率
等
の

設
定
に
つ
い
て

◆
平
成
31
年
産
果
樹
共
済
収
穫

危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率

等
の
設
定
に
つ
い
て

　
右
記
の
各
共
済
に
お
け
る

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
等

の
設
定
に
必
要
な
事
項
を
決

定
。

◆
平
成
30
年
度
農
作
物
共
済
無

事
戻
金
の
交
付
に
つ
い
て

　
水
稲
無
事
戻
金
1
5
6
万

円
を
2
，2
9
4
戸
に
支
払
う

こ
と
を
決
定
。

◆
平
成
30
年
度
特
別
積
立
金
の

取
崩
し
に
つ
い
て

　
農
作
物
（
水
稲
）
共
済
8
万

円
、
家
畜
共
済
4
2
8
万
円

を
損
害
防
止
事
業
の
費
用
に

充
て
る
た
め
、
特
別
積
立
金
の

取
崩
し
を
決
定
。

◆
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金

の
賦
課
総
額
及
び
賦
課
単
価

に
つ
い
て

　
共
済
掛
金
と
一
緒
に
納
め

て
い
た
だ
く
、
平
成
30
年
度
の

事
務
費
賦
課
金
の
単
価
等
を

決
定
。

◆
平
成
30
年
度
飛
驒
農
業
共
済

事
務
組
合
農
業
共
済
事
業

会
計
予
算

　
予
算
総
額
5
億
7
，4
3
9

万
円
の
平
成
30
年
度
予
算
を

決
定
。

平成30年度 事業予定量
共済事業名 引受面積等 共済金額

農作物
共　済

水稲 2，700．0ha 17億5，307万円

麦 20．7ha 583万円

家畜共済 31，965頭 56億8，205万円

果樹共済 37．8ha 9，670万円
畑作物
共　済 大豆 29．5ｈａ 1，039万円

園芸施設共済 14，000棟 28億8，205万円

損 害 防 止 事 業

農作物共済　    90万円 （内 助成額80万円）
主な内容
●有害獣駆除対策助成
家 畜 共 済  5，294万円 （内 ワクチン助成額400万円）

主な内容
●ワクチン接種事業
●一部ワクチンの接種費用助成
●乳牛の健康診断（代謝プロファイルテストの実施）
　（検査結果を基に、獣医師が経営安定の為の助言を行います）

　　

職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

新 

任（
４
月
１
日
付
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

退 

任（
３
月
31
日
付
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
総
務
課
管
理
係

　
　
（
高
山
市
よ
り
派
遣
）

桐き
り  

谷た
に   

勝か
つ  

規の
り

■
事
業
課
畜
産
係

　
　
（
飛
騨
市
よ
り
派
遣
） 

麻あ
さ  

生ぶ   

健け
ん  

吾ご

■
事
業
課
農
産
係

　
　
（
新
規
採
用
） 

井い
の  

上う
え   

雄ゆ
う  

介す
け

■
退　

職

　
　
（
前
事
業
課
長
） 

　

重し
げ  

森も
り   

忠た
だ  

司し

■
高
山
市
へ

　
　
（
前
事
業
課
畜
産
係
） 

下し
も
が
い
と

垣
内   

和か
ず  

哉や

■
飛
騨
市
へ

　
　

 （
前
事
業
課
農
産
係
） 

井い  

下し
た   

英ひ
で  

人と



根っこ3

畜　　種
平成30年度

評価額(最高額)
平成29年度

評価額(最高額)

乳用牛
（ホルスタイン） 567,000円 568,000円

肥育牛
（和牛・去勢） 1,422,000円 1,502,000円

肥育牛
（和牛・メス） 1,203,000円 1,282,000円

繁殖牛
（和牛） 1,048,000円 1,041,000円

胎児の種類
平成30年度

評価額
平成29年度

評価額

ホルスタイン 97,000円 87,000円

F1
（乳用牛と肉用牛）の交雑種

245,000円 244,000円

和牛 329,000円 322,000円

肥育牛の牛クロストリジウム感染症による壊死性腸炎などによる突然死を防止します。
接種時期

素牛導入時とその１～２ヶ月後の２回接種します。

●牛クロストリジウム感染症5種混合ワクチン

分娩を控えた親牛に接種し、産まれた子牛がその初乳
を飲むことにより、子牛の下痢症を予防します。子牛の下
痢症は呼吸器病を併発しやすいので、親牛の検診時に接種
を受けてください。
接種時期

①初めて接種する親牛
　分娩予定日の１ヶ月半前と２週間前の２回接種します。
②接種したことのある親牛
　分娩予定日の２週間前に１回接種します。

助 成 額

申し込み

●牛下痢5種混合ワクチン
対象ワクチン

　子牛の診療件数の多くを占める下痢及び呼吸器病の低減と、肥育牛の突然死防止を目的とし
た２種類のワクチン接種の費用助成を今年度も次のとおり実施しますので、ご活用ください。

平成30年度もワクチン接種の費用を助成します！

平成30年度の家畜共済の畜種ごとの評価額が決まりました。
評価額は家畜の加入時の月齢により設定されます。

畜種ごとの評価額 胎児の評価額

　助成額は、接種費用の３分の１を上限に予算の範囲内で助成します。
　接種した獣医師からの実施報告により、助成金を翌年度に１年分をまとめて該当農
家に支払います。

　各市の獣医師または担当獣医師にお申し込みください。

平成30年度家畜共済の評価額が決定
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詳しくは、NOSAIひだ事業課までお問い 合わせください。 　　　【問い合わせ先】TEL：0577-35-0310

申し込み受付期間　６月１日～６月１５日

平
成
29
年
産

畑
作
物（
大
豆
）共
済

損
害
評
価
結
果

畑作物『大豆』共済

加 入 資 格
　白大豆の作付面積１０アール以上

対 象 と な る 災 害
　風水害、ひょう害など、気象上の原因による災害お
よび火災、病虫害、鳥獣害などのすべての災害。

加 入 方 式 の 選 択
　全相殺方式、一筆方式、半相殺方式の中からいず
れかを選択。（下表参照）

共 済 責 任 期 間
　発芽期（移植の場合は移植期）から、収穫して圃
場から搬出するまでの期間。

加 入 方 式 補 償 割 合 補  償  対  象

全相殺方式 ９割補償 農家ごとの減収量が全耕地の基準収穫量の１割を超える被害

一筆方式 7割補償 圃場ごとの減収量がその圃場の基準収穫量の３割を超える被害

半相殺方式 8割補償 被害が発生した圃場ごとの減収量合計が、全圃場の基準収穫量の２割を超える被害

　

平
成
29
年
12
月
14
日
に
第
１

回
、
平
成
30
年
2
月
6
日
に
第
２

回
損
害
評
価
会
・
畑
作
物
（
大
豆
）

共
済
部
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
29

年
産
の
畑
作
物
（
大
豆
）
共
済
減

収
量
の
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
で
は
一
筆
方
式
に
つ
い

て
、
被
害
申
告
（
野
帳
提
出
）
が
24

筆
（
１
９
５
．５
ａ
）
の
う
ち
、
共

済
金
支
払
対
象
（
被
害
が
３
割
超

過
の
も
の
）
は
22
筆
（
１
７
２
．０

ａ
）
で
、
１
，０
０
１
㎏
の
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
回
で
は
全
相
殺
方
式
に
つ

い
て
、
出
荷
量
を
も
と
に
共
済
金

支
払
対
象
（
被
害
が
１
割
超
過
の

も
の
）
は
４
農
家
で
、
４
，１
７
４

㎏
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
筆
方
式
は
26

万
７
千
円
、
全
相
殺
方
式
は

１
３
７
万
８
千
円
の
共
済
金
支
払

と
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
土
壌

湿
潤
害
が
主
な
要
因
と
な
る
減
収

で
す
。

　

平
成
29
年
産
の
大
豆
栽
培
で

は
、
例
年
に
比
べ
単
収
の
減
少
や

品
質
の
低
下
が
多
く
の
圃
場
で
見

ら
れ
ま
し
た
。
天
候
不
順
に
よ
り

日
照
不
足
と
な
っ
た
期
間
、
ま
た

低
温
傾
向
が
長
く
続
い
た
こ
と

が
大
豆
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

「危険段階別共済掛金率」とは…
　加入者の皆様を過去 5年間（今回は平成 24年度から 28年度まで）の被害率等により「危険段階」と呼
ばれる区分に振り分けて、被害率に応じて掛金額を上下させる仕組みのことです。
　この仕組みの導入により、各個人の損害防止の実績や被害率の違いが掛金に反映され、より公平な加入
ができるようになります。
※新規に加入される場合は、国が示す「基準共済掛金率」を適用して掛金を算出します。
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※近年は、春先の突風、早い時期の積雪で、多くのハウスに被害が発生しています。
 期間に余裕を持ってご加入ください。

大切なビニールハウス、共済加入は済ませましたか？
加 入 資 格

共済金額（ 補償金額 ）

共 済 掛 金

　農作物の栽培を目的とした園芸施設の面積が
２アール以上所有または管理する農家
※所有・管理する全棟について加入いただきます。

　共済金額は、引受をした施設などの時価額（共
済価額）の最高８割まで加入できます。

　共済掛金のうち国が半額を負担します。

共済責任期間

共 済 金

　農作物の栽培を目的として被覆されている期間
と一致する４カ月～１年の期間で加入できます。
（１年未満の短期加入は、掛金納入の翌日から責任
期間となり、原則土曜日からの加入となります）
※準備、片付けを含め、被覆している全期間につい
て加入いただきます。

　共済金は、災害の生じたその都度支払われま
す。共済金は１棟ごと、１事故ごとの損害額が３万
円、もしくは共済価額の１割に相当する金額を超え
る場合に、算出された金額が支払われます。

加 入 で き る 施 設

●農作物の栽培を目的とした、プラスチック（ビニー
ル)ハウスおよびガラス室などの特定園芸施設

●温湿度調節施設、かん水施設、換気施設、カーテ
ン装置などの附帯施設

対象となる災害
●風水害、雪害、ひょう害など気象上の原因による
災害	

●鳥獣害　
●火災など

詳しくは、NOSAIひだ事業課までお問い 合わせください。 　　　【問い合わせ先】TEL：0577-35-0310

随時、申し込み受付中!

園芸施設共済

園芸施設共済、畑作物（大豆）共済に
平成30年度（産）より「危険段階別共済掛金率」が
導入されます。
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  1. 桜を見て遊び楽しむこと。
  4. おもわく。
  5. 日常生活情景や少女の肖像を描いたフラ
ンスの印象派の画家。代表作に「ムーラン・
ド・ラ・ギャレットの舞踏会」「ピアノに寄る
少女たち」等

  6. 漢字から発生した日本固有の音節文字。
  8.芝居。
11. 物価・温度・人の地位などが見る見るうち
にあがっていくこと。

13. 人の得た利益のうちから恩恵的に与えら
れるわずかなもの。

 「○○○○にあずかる」

  1. ニシンの異称。
  2. 10億分の１を表す単位の接頭語。
  3. 魅力で人をひきつけまどわすこと。
  4. 海の豚と書いて？
  7. 海より遠く離れた地帯。
  9. 大豆をいって挽いて粉にしたもの。
10. 自分自身。
12. ⇔実母

1 2 3 4

5

11

6 7

D

C

C

8 9 10

13

12

B

A

クロスワードパズル
当選者発表

前回の正解は、「セツブン」でした。
厳正な抽選の上、10名の方へ前号「がんばっ
てます。」で紹介しました、「ｈｏｎａｍｉｌｋｌａｂ．の
乳製品」をお贈りさせていただきました。
おめでとうございます。

お寄せいただきましたご意見・ご感想
などは、こだまコーナーに掲載させて
いただくことがあります。

頭の体操

応募ハガキの書き方
〒506-0052

〒

　住
所
・
氏
名

　
　電
話
番
号

ご
意
見
・
ご
感
想 

な
ど

（横書きでも良いです）

高
山
市
下
岡
本
町

答
え

　○
○
○
○

N
O
S
A
I
ひ
だ

広
報
係 

宛
2115

答えは
なんでしょう？

5月31日必着〆切

あ と が き

よこのカギ

たてのカギ
ご応募をお待ちしています!

A B C D

ラボホナミルク

　右のクロスワードパズルを解き、Ａ～
Dを順に並べてできることばを答えてく
ださい。
　正解者の中から抽選で１０名の方に、
「ひだびと自慢の逸品」で紹介しました
小上公一さんの国産純粋はちみつを
プレゼント！！

建物共済の仕組みが改善されました

お
詫
び
と
訂
正

　

根
っ
こ
１
月
号
に
掲
載
し
た
、「
が
ん
ば
っ

て
ま
す
」h

ホ

ナ

ミ

ル

ク

onam
ilk l

ラ
ボ

ab.

熊
﨑
穂
波
さ
ん
の

記
事
の
な
か
で
、
内
容
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
件
で
、
一
般
論
と
し
て

日
本
各
地
の
風
評
被
害
に
つ
い
て
話
さ
れ
た

こ
と
を
取
材
者
が
曲
解
し
、
熊
﨑
さ
ん
の
確

認
を
取
ら
ず
に
記
事
と
し
た
た
め
、
ご
本
人

が
意
図
し
な
い
内
容
と
な
り
、
熊
﨑
さ
ん
を

は
じ
め
、
関
係
者
各
位
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
﨑
さ
ん
の
氏
名
や
商
品
名
等
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

名
称
等
の
訂
正

「
熊
崎
穂
波
」

→
「
熊
﨑
穂
波
」

「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
」

→
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
チ
ー
ズ
」

「
イ
コ
ッ
タ
」

→
「
リ
コ
ッ
タ
」

「
熟
成
時
間
が
12
時
間
」

→
「
製
造
時
間
が
12
時
間
」

　

訂
正
し
た
記
事
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http

：//w
w

w
.nosai-hida.jp/

　平成３０年４月１日からご加入いただく契約から、建物共済の仕組み改善が行われました。

総合共済の補償の拡充

特約の拡充

共済掛金率の変更

共済種類 構　　造 変更前（円） 変更後（円）

火災共済

一般造 6,800 6,700

耐火B 4,400 4,300

耐火	A 2,400 2,400

小損害実損てん補特約掛金 780

総合共済

一般造 20,000 23,500

耐火B 18,100 21,600

耐火	A 16,400 20,000

小損害実損てん補特約掛金 2,060

加入金額１，０００万円で加入した場合の掛金の比較（年額）

※住宅、アパート、
　納屋、農作業場他

① 小損害実損てん補特約の新設
損害額が３０万円以下の小損害の場合、実損害額を補償します。
　※１棟当たり１，０００万円以上加入の建物に付帯できます。

② 臨時費用担保特約の給付割合の引き上げと選択制の導入
臨時費用担保特約の給付割合は損害共済金額の２０％（２５０万円限度）でしたが、１０％・
２０％・３０％から選択できます。

① 地震等の補償割合を５０％にアップ
建物総合共済の地震等による補償割合を３０％から
５０％に引き上げました。

② 総合共済の加入限度額を４，０００万円にアップ
建物総合共済の建物１棟当たりの加入限度額を　　　
２，０００万円から４，０００万円に引き上げました。

③ 特別費用共済金の対象を自然災害（地震等除く）にも拡大
建物総合共済の特別費用共済金の対象事故を、今までの「火災等」に「風災・ひょう災・雪災・
水災」を追加しました。



根っこ7

  1. 桜を見て遊び楽しむこと。
  4. おもわく。
  5. 日常生活情景や少女の肖像を描いたフラ
ンスの印象派の画家。代表作に「ムーラン・
ド・ラ・ギャレットの舞踏会」「ピアノに寄る
少女たち」等

  6. 漢字から発生した日本固有の音節文字。
  8.芝居。
11. 物価・温度・人の地位などが見る見るうち
にあがっていくこと。

13. 人の得た利益のうちから恩恵的に与えら
れるわずかなもの。

 「○○○○にあずかる」

  1. ニシンの異称。
  2. 10億分の１を表す単位の接頭語。
  3. 魅力で人をひきつけまどわすこと。
  4. 海の豚と書いて？
  7. 海より遠く離れた地帯。
  9. 大豆をいって挽いて粉にしたもの。
10. 自分自身。
12. ⇔実母

1 2 3 4

5

11

6 7

D

C

C

8 9 10

13

12

B

A

クロスワードパズル
当選者発表

前回の正解は、「セツブン」でした。
厳正な抽選の上、10名の方へ前号「がんばっ
てます。」で紹介しました、「ｈｏｎａｍｉｌｋｌａｂ．の
乳製品」をお贈りさせていただきました。
おめでとうございます。

お寄せいただきましたご意見・ご感想
などは、こだまコーナーに掲載させて
いただくことがあります。

頭の体操

応募ハガキの書き方
〒506-0052

〒

　住
所
・
氏
名

　
　電
話
番
号

ご
意
見
・
ご
感
想 

な
ど

（横書きでも良いです）

高
山
市
下
岡
本
町

答
え

　○
○
○
○

N
O
S
A
I
ひ
だ

広
報
係 

宛
2115

答えは
なんでしょう？

5月31日必着〆切

あ と が き

よこのカギ

たてのカギ
ご応募をお待ちしています!

A B C D

ラボホナミルク

　右のクロスワードパズルを解き、Ａ～
Dを順に並べてできることばを答えてく
ださい。
　正解者の中から抽選で１０名の方に、
「ひだびと自慢の逸品」で紹介しました
小上公一さんの国産純粋はちみつを
プレゼント！！

　

長
男
夫
婦
が
土
日
の
作
業
で
先

祖
か
ら
の
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
も
み
な
さ
ん
か
ら

美
味
し
い
米
、
餅
だ
と
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
所
の
方
は
、「
そ

こ
は
長
男
が
田
ん
ぼ
作
る
で
感
心
」

と
ほ
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。

（
下
呂
市
萩
原
町  

今
井
照
恵
さ
ん
）

　

社
会
人
に
な
っ
て
１
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
る
仕
事
は
や
り
が
い
を
感

じ
、
毎
日
子
ど
も
か
ら
学
ん
で
い

ま
す
。「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。」
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
方
々
を
見
て
更
に

や
る
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
飛
騨
市
古
川
町  

野
村
幸
代
さ
ん
）

　

は
じ
め
て
お
便
り
し
ま
す
。
今

日
は
雪
が
降
っ
て
い
る
の
で
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
豆
も
ち
を
つ

い
て
く
れ
た
の
で
、
き
ょ
う
だ
い
４

人
で
、七
輪
で
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
高
山
市
国
府
町 

ペン
ネ
ー
ム・な
つ
めっこ
さ
ん
）

　

ホ
ナ
ミ
ル
ク
ラ
ボ
の
お
店
、
是
非

一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
方
の
素
晴
し
い
や
る
気
満
々

の
笑
顔
に
ご
苦
労
も
感
じ
さ
せ
ぬ

日
々
に
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

（
高
山
市
朝
日
町  

橋
本
和
子
さ
ん
）

　

離
れ
て
暮
ら
す
孫
達
に
、
収
穫

体
験
を
さ
せ
た
く
て
、
今
年
も
ジ
ィ

ジ
と
バ
ァ
バ
は
鳥
獣
と
知
恵
比
べ

し
な
が
ら
苺
や
、
野
菜
作
り
頑
張

る
ワ
ン
！

（
下
呂
市
金
山
町　
ペン
ネ
ー
ム・亀
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

　

昨
年
秋
の
台
風
で
ハ
ウ
ス
が
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。
め
げ
ず
に
大

自
然
に
感
謝
し
て
法
れ
ん
草
を
主

人
と
頑
張
り
ま
す
。

（
飛
騨
市
古
川
町  

小
邑
由
美
子
さ
ん
）

　

見
様
見
ま
ね
で
何
と
か
収
穫
で

き
た
野
菜
達
を
、
ひ
と
冬
中
、
有

難
く
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
ぼ
ち
ぼ
ち
春
に
向
け
て
、

準
備
開
始
。
健
康
で
働
け
ま
す
よ

う
に
。（

飛
騨
市
古
川
町  

匿
名
希
望
さ
ん
）

　

今
年
、
還
暦
と
な
り
第
二
の
人

生
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

（
飛
騨
市
古
川
町  

大
西
桂
子
さ
ん
）

　

久
し
振
り
に
、「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ひ

だ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
出
て

く
る
可
愛
い
二
人
の
幼
児
の
写
真
。

大
変
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
感
動
し
ま

し
た
。
今
や
パ
ソ
コ
ン
の
時
代
。
多

く
の
情
報
を
提
供
し
て
下
さ
る
こ

と
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
飛
騨
市
古
川
町　

野
中
孝
司
さ
ん
）

こ
だ
ま

　春の訪れとともに、気持ちがワクワ
クするような気がします。
　子供たちの春祭りの練習が始ま
り、家の中で太鼓を叩く練習や、笛
の音が鳴り響いています。もうすぐ祭
だなとワクワク。
　そして、苦手な家事も色々やろう
かなという気にさえなります。窓を開
けて気持ちの良い空気を家に入れ
て掃除をして。冬の間は出来なかっ
た洗濯物や布団を外に干すと太陽
の香りがするような。また、ふかふか
の布団が気持ちいいなとワクワク。
　外に出ると、色とりどりの花が咲
いているのを見るのも和みます。家
の中から花を眺めることができるよう
に、庭に花を植えようかなと考えまし
た。どんな花を植えようかワクワクで
す。（西田）

み
な
さ
ま
か
ら
の

お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す 
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飛
騨
市
河
合
町
で
、
繁
殖
和
牛
９
頭
を

飼
養
す
る
水
川
耕
介
さ
ん
（
33
）。

　

実
家
が
繁
殖
牛
農
家
の
耕
介
さ
ん
は
、

高
校
卒
業
後
に
自
衛
官
と
な
り
ま
し
た

が
、
地
元
で
「（
農
）
飛
騨
か
わ
い
牧
場
」

の
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
自
衛
官
２
期
目

が
満
了
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
平
成
19
年

に
、
飛
騨
へ
と
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
年
、
岐
阜
県
畜
産
研
究
所
で
の
研
修

を
経
て
、
平
成
20
年
４
月
に

設
立
さ
れ
た
（
農
）
飛
騨
か

わ
い
牧
場
に
就
職
し
、
畜
産

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
実
家
の
手
伝
い
を
す
る

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
平
成
28
年
度
畜

産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
の
補
助
を
受
け
て
、
牛
舎

や
堆
肥
舎
を
整
備
し
、
平
成

29
年
４
月
に
、
新
規
就
農
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
年
間
10
頭
ず
つ
増

や
し
30
頭
ま
で
増
頭
す
る
計

画
で
、
さ
ら
に
将
来
的
に
は

牛
舎
を
増
や
し
、
50
頭
ぐ
ら
い
の
規
模
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

  

「
３
月
に
は
、
子
牛
市
場
へ
初
出
荷
し
、

結
果
も
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
は
、
飛
騨

産
の
育
成
牛
を
中
心
に
増
頭
し
、
特
色
あ

る
繁
殖
牛
”か
わ
い
“
ら
し
い
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
牛
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
」

と
力
強
く
語
る
耕
介
さ
ん
で
し
た
。

がんばってます。
“かわい”らしい牛を目指して

水川 耕介さん
み ず か わ     こうす け

飛騨市河合町

は
巣
箱
を
愛
知
県
に
移
し
て
管
理

し
て
い
ま
す
。

  

「
愛
知
の
土
地
を
借
り
ら
れ
た
の

は
あ
り
が
た
か
っ
た
。
養よ

う
ほ
う蜂

の
技

術
は
他
人
か
ら
教
わ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
、
師
匠
の
よ
う

な
方
に
出
会
え
た
の
も
幸
運
。
巣

箱
を
置
く
に
し
て
も
地
主
や
集
落

の
方
の
許
可
を
得
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
色
々
な
方
の
助
け
を
得

て
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
」
と
小
上

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

こ
の
春
に
退
職
し
、
養よ

う
ほ
う蜂

業
に

専
念
す
る
と
い
う
小
上
さ
ん
。
今

後
は
飛
騨
の
名
産
と
し
て
、
蜂は

ち
み
つ蜜

を
広
く
売
り
出
し
て
い
き
た
い
と

意
気
込
み
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

小
上
公
一
さ
ん

TEL 

０
９
０-

１
６
２
９-

２
１
２
７

　

飛
騨
市
神
岡
町
の
割わ

り
い
し石

温
泉
に

ほ
ど
近
い
集
落
で
、
今
年
も
ミ
ツ

バ
チ
が
飛
び
始
め
ま
し
た
。
同
町

に
住
む
小
上
公
一
さ
ん
が
管
理
す

る
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
は
、
集
落

内
の
ト
チ
や
ア
カ
シ
ア
、
キ
ハ
ダ

等
の
木
か
ら
蜜み

つ

を
集
め
、
お
い
し

い
蜂は

ち
み
つ蜜

を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

蜂は
ち
み
つ蜜

を
作
る
時
の
衛
生
面
に
は

特
に
気
を
付
け
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
ハ
チ
が
入
る
前
の
巣
箱
を
高

圧
洗
浄
機
や
殺
菌
剤
で
清
潔
に
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
巣
箱
か
ら

採さ
い
み
つ蜜

を
す
る
た
び
に
消
毒
を
し
、

品
質
管
理
を
万
全
に
し
て
い
ま
す
。

　

採さ
い
み
つ蜜

に
は
農
薬
や
生
活
排
水
の

影
響
を
受
け
に
く
い
環
境
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
人
口
や
水
田
が
少

な
い
割わ

り
い
し石

地
区
は
養よ

う
ほ
う蜂

に
適
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
一
方
で
寒
冷

地
で
あ
る
飛

騨
で
は
ハ
チ

の
越
冬
に
適

さ
な
い
こ
と

か
ら
、
冬
期

小こ

が

み上 

公こ
う
い
ち一
さ
ん
の

国
産
純
粋
は
ち
み
つ

ひ
だ
び
と

  

自
慢
の
逸
品


